
ブログをオープンしました！
ぜひ、遊びに来てくださいね♪

オピックスは
こんな会社です！４月号

おぴ助

4月に保険改正もあり、レセコンの更新等も大変かと思います。

オピックスは自動で保険の改正や機能のバージョンアップも行うので、ラクチン！！

先生方がシステムの管理やバージョンアップなどの煩雑な業務に煩わされることなく、

治療に専念できるよう、安心のサポート体制を整えています。

設定の変更などもリモートですぐに設定できるので先生をお待たせする事はありません。

オピックス機能の紹介オピックス機能の紹介オピックス機能の紹介オピックス機能の紹介太直麺仕上げ
　

1971年9月18日に発売した世界初のカップ麺「カップヌードル」は、おかげさまで今年45周年を迎えます。
今回、45周年記念商品の第一弾として、カップヌードル初のプレミアムタイプ「カップヌードル リッチ」を発売します。
4月11日発売

　

上品なスッポン鍋をイメージした「贅沢だしスッポンスープ味」は、

カツオのうまみたっぷりの和風だしにショウガを利かせ、スッポン

の粉末を加えて仕上げたコクのある和風スープです。

濃厚なフカヒレの姿煮をイメージした「贅沢とろみフカヒレスープ

味」は、チキンとポークをベースにカキのうまみを凝縮したオイス

ターソースを加えて仕上げた、とろみのある中華風スープです。

４月号

③歯科疾患管理料(歯管)　110点→100点
　文書提供加算              　　10点【新設】

④補綴時診断（義歯増歯の場合）同じ装置の場合
　2カ月以内→3か月以内は算定できないに変更。

⑤歯科衛生実地指導料(実地指)         80点
　[算定要件の変更]
　・実地指導内容に一部変更　「プラークチャート等を用いたプラークの付着状況」
      →プラークチャートを使用しなくても、口腔内カメラ、デジタル写真でプラークの確認ができれば差し支えない。
　・訪問歯科衛生指導料(訪衛指)を算定している「月」は算定できない。
      →訪衛指を算定している「患者」は併算定不可から、算定している「月」は併算定不可に変更となった。

⑥混合歯列期歯周病検査（P混検）　40点→80点
　[算定概要の変更]
　・乳歯列期の患者の歯周病検査は、混合歯列期歯周病検査(P混検)により算定する。
　・混合歯列期の患者にP混検以外の歯周病検査を行う場合は、必要性を考慮した上で行い、
　　永久歯の歯数に応じた歯周基本検査の各区分で算定する。
   ※混合歯列期において、歯周病検査で算定した場合に、算定する区分の歯数に含まれない乳歯も含めて、
　　1口腔単位で歯周基本検査を行う事が必要。

⑦歯科治療総合医療管理料(Ⅰ)　(月1回)       140点
　・医科保険医療機関からの文章による情報提供が必要。
　・厚生労働大臣が定める疾患(15疾患)を主病とする患者が対象。
　・1月に1回算定ができる。

　歯科治療総合医療管理料(Ⅱ)　(1日につき) 45点
　・医科からの情報提供がなくても算定できる。
　・高血圧疾患、虚血性疾患、不性脈、心不全または脳血管疾患がある患者が対象。
　・1日につき1回算定できる。

カップヌードル史上最高級の贅沢スープ!カップヌードル史上最高級の贅沢スープ!カップヌードル史上最高級の贅沢スープ!

①かかりつけ歯科医機能化型歯科診療所(か強診)　【新設】
　歯科疾患の管理が必要な患者に対し、定期的かつ継続的な口腔の管理を行う診療所であって、
　別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等に届け出たものをいう。

　1、エナメル質初期う蝕管理加算　260点　(月1回、毎月算定可能)　【新設】
　　エナメル質初期う蝕に罹患している患者に対して、管理及び療養上必要な指導等を行い、
　　その内容について説明を行った場合は、エナメル質初期う蝕管理加算として、260点を所定点数に加算する。
　※下記項目は、エナメル質初期う蝕管理加算に包括され、同月併算定できない。
　　フッ化物歯面塗布処置(F局)                    　　　　　　　　 100点、120点(１回/３か月)
　　フッ化物洗口指導加算(F洗、歯管の加算)             　　　　　40点(1回/同一初診内)
　　機械的歯面清掃処置(歯清)                       　　　　　　　　68点(1回/2か月)
　　口腔内写真検査                         　　　　　　　　　　　　 10点(1回につき5枚まで)

　2、在宅患者訪問口腔リハビリテーション指導管理料の加算　100点(月4回)　【新設】
　　かかりつけ歯科医療機能強化型歯科診療所であること。

　3、歯周病安定期治療(Ⅱ)　(月1回)　【新設】
　　1）1歯以上　 　 10歯未満             380点
　　2)10歯以上 　　20歯未満             550点
　　3)20歯以上 　                　　　　 830点
　※かかりつけ歯科医機能強化型歯科診療所において、一連の歯周病治療終了後、一時的に病状が安定した状態に
　　ある患者に対し、歯周組織の状態を維持するためのプラークコントロール、歯周病検査、口腔内写真検査、
　　スケーリング、スケーリング・ルートプレーニング、咬合調整、機械的歯面清掃等の継続的な治療（以下この表に
　　おいて「歯周病安定期治療(Ⅱ)」という。）を開始した場合は、 それぞれの区分に従い、月１回を限度として算定する。
　
②歯科外来診療環境体制加算(外来環)
　初診時：26点⇒25点
　再診時：4点⇒5点

診療報酬改正　ポイント


